
地球環境や人、社会、地域に配慮していこう！
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「Eco列車でいこう！」～第19７回～ 台湾。週末トレッキング。

（CO2排出量の少ない交通機関での旅行や、心が豊かになるような旅行を紹介するコーナーです！）

　毎年恒例のバースデーソロ旅。今年は台湾の山を歩くことに決めた。

　３月６日（金）。新潟空港19時発のタイガーエアで桃園国際空港に到着したのは22:30。夜遅い空港は人が少な

く、スイスイ。2万円を台湾ドルに両替し、そのうち5千円を台湾のSuica（イージーカード）にチャージする。この

カード、電車だけでなく、コンビニやスーパーでも使えて大いに役に立った。電車（ＭＲＴ）に乗り、台北駅近くのホ

ステルに着いたのは24時過ぎ。清潔なシャワールームで汗を流し、狭いベットに潜り込んで１日目は終了。

　２日目。朝6:30の台湾新幹線(高鉄)で台湾中部へ。在来線(台鉄)の嘉義駅へ移動し、世界三大山岳鉄道の「阿里山

森林鉄道」に乗車。レール幅762mmの軽便鉄道が山肌をグングン登っていく。

　お昼前、「奮起湖」駅で下車。老街(商店街)を見てから、街を離れて山道をてくてく歩き。約40分で「石棹」の集落

に入る。お腹が空いてきたので、おばあちゃんがやっている、お客さんが誰もいない食堂でランチ。具沢山のカツ

飯。おいしかった。石棹には5つのトレッキングルートがあるので、それを巡る。山間でお茶の栽培を生業としてお

り、傾斜がすごい。絶景を堪能して、バスで嘉義に戻りチェックイン。夜は、見物客でごった返す「ランタンフェス

ティバル」を楽しみ、ホテル近くの夜市でサイコロステーキと胡椒餅、コンビニで台湾ビールを購入して、ラウンジ

で一人、晩酌した。

　３日目。6:05発の阿里山行きバスが満員で乗れず、１時間遅れで出発。標高2200mの阿里山の３月は爽やか。

日本で同じくらいの標高の富山県「立山」は雪の中だろうけど、こちらは亜熱帯地方だから、今が最高のトレッキン

グ日和だ。廃線跡を辿り、巨木を見て、短い時間だったが阿里山を堪能して、阿里山鉄道で４時間かけて嘉義まで降

りた。この日の宿は、台湾第二の都市「台中」。小籠包や台湾ビールで最後の夜を過ごした。

　４日目。朝、ホテル近くの公園を散策。この日は月曜日。街の食堂は朝早く、麺をすする台湾の人たち。日常を見な

がら駅へ。台鉄（在来線）の特急「自強号」に乗車し、桃園駅へ。路線バスに乗り換えて空港着。ターミナルを間違えた

り、チェックインに長い行列ができていたりと、かなりハラハラしたが、無事に新潟行の飛行機に乗り込んだ。

　航空券は早くに買っていたので32000円。台湾内の交通費が10000円。安宿3泊で13000円。お小遣い、食費

が15000円といったところか。現地交通費と食費が安いから、北海道や九州への旅よりも安いかもしれない。　

　

石棹の茶畑トレッキング　　　　　　　　　　　　　　桜咲く阿里山　　　　　　　　　　　小籠包は全部で750円と格安　

  

   　 

旬の春野菜を楽しもう！　
　寒い冬がようやく終わりを告げ、春を感じるこの季節。この時期を待ち遠しく思っていた方も多いのでは
ないでしょうか？
　春を感じる季節になると、春の味覚や食べ物を食べたくなりますよね。春に旬を迎える食材は、寒さを乗
り越えて栄養たっぷり蓄えているので、その独特な食感や苦味、香りが特徴で、季節の移ろいを感じさせて
くれます。タケノコ、菜の花、春キャベツ、アスパラガス、クレソン、セロリ、ニラ、ふき、タラの芽などがあり
ます。軽やかでフレッシュな味わいが特徴です。
　春野菜独特の苦味は「植物性アルカロイド」によるもの。この成分は老廃物の排出を促し、新陳代謝を活発
にする働きがあります。冬眠から目覚めた熊が最初に口にするのが、春を告げる代表的な野菜、
「ふきのとう」だといわれています。本能的にふきのとうの苦味を体内に取り入れて、眠って
いた体を目覚めさせているのでしょう。
　「春の皿には苦味を盛れ」ということわざがあるように、栄養を蓄えた春の食材を食べて、
冬の間に体に溜め込んだ不要なものを排出し、心身ともにリフレッシュしましょう！
　


